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24．99mTc標識化合物の腫瘍和性に関する研究

　　第IV報．99mTc・Sn・Urokinase，99mTc－Sn・

　　Mannitol．
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　悪性腫瘍組織の有する凝固・線溶能に注目し，

組織線維素溶解作用を有するウロキナーゼの

99mTc標識化合物を調整し，更に，その調整過程

に出現した99mTc一マンニトールのエールリッヒ

担癌マウス体内分布について検討した．

　99mTc標識は塩化第一スズ還元法にて行ない，

標識率は99mTc－UK及び99mTc－Manでそれぞれ，

13％（Sephadex　G－25）及び95％以上（TLC）であ

った．99mTc－UKの腫瘍組織集積率は99mTc－Man

よりも低く，血液濃度低下も遅かった．特に，肝

臓と腎臓に多く分布していた．99mTc－Manは腫瘍

組織集積率は99mTc－OKよりも高く，更に，血液

濃度の低下が速いにもかかわらず，腫瘍組織集積

率は急激な減少を示さず，腎以外の臓器分布も低

かった．しかしながら，両者とも胃への集積率が

高かった事より，in　vivoの化学的安定性に問題

が残された．99mTc－UKのエールリッヒ腹水癌移

植結節組織への集積が低かったのは，エールリッ

ヒ癌の凝固能の乏しさに原因している事が推測さ

れたが，血液濃度の低下速度，時異的な臓器集積

が腎以外にはなかったという点では，むしろ，

99mTc－Manの方が99mTC標識腫瘍スキャン用剤と

しての可能性が残されているように考えられた．
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　　第V報．99mTc－Sn・Concanavaline　A・
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Concanavaline　A（Con　A）は，主として，腫瘍

細胞のcontact－inhibition　mechanismに作用して，

悪性細胞の増殖を抑制するとされている．その薬

理学的効果に対する観点から，99mTc標識Con　A

のエールリッヒ担癌マウスにおける体内分布にっ

いて検討した．

　99mTc標識は，塩化第一スズ還元法を用い，標

識率の検討は，Bio　Gel　P－10で行なったが，約60

％がvoid　volume中に，約20％がchelating

frection中に浮離した．　chelating　fraction中の物

質は，むしろ不純物としての可能性があったが，

Gel　chrOmetographyによる99mTc標識化合物の

物質変化を考慮に入れて，調整法は，Bio　Gel法

と，0．2％Membrar　Teilter炉過法の二通りにて

行ない．それぞれの担癌マウス体内分布について

求めた．

　結果は，両者の体内分布には，肝臓をのぞき，

余り大きな差を認めなかったが，腫瘍組織集積率

は余り良くなかった．さらに，肝臓，腎臓及び肺

に比較的多く分布しており，血液濃度減少速度が

遅いなどの点から，期待に反して，99mTc－Con　A

　99mTc標識腫瘍スキャン用剤としての応用は，

可能性に乏しいように考えられた．

26．99mTc標識化合物の腫瘍親和性に関する研究

　　第VI報．67Ga－citrateとの比較による検討
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　これまでに本学会にて報告して来たり種類の

99mTc標識化合物の生物的特性に関して，67Ga－

citrateのそれと比較検討した．

99mTc標識腫瘍親和性放射性薬剤の性質としては，

①絶対的腫瘍組織集積率が高い事，②腫瘍／血液，

腫瘍／筋肉及び腫瘍／臓器濃度比が高い事，③特

異的集積臓器のない事，④スキャン時のBack

groundが低い事，⑤医薬品として，副作用及び

毒性のない事，⑥現在使用されている腫瘍スキャ
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ン用剤（たとえば67Ga－citrate）の生物学的特性と

比較して得られたrelative　supeviority　index（RSI）

が高い事，等が要求されるが，今回の検討結果か

らは，これらの条件を一様に満足する99mTc標識

化合物はなかった．しかし，実際的な臨床応用と

いう観点からは，RSIにて比較的67Ga－citrateに

近い値を示した99mTc－DSDP及び99mTc－Manに

今後の期待がもたれた．

　99mTc標識化合物の腫瘍スキャン用剤としての

開発は，現在の核医学診断分野における大きな課

題であり，今後とも，よりすぐれた99mTc標識腫

瘍スキャン用剤の開発を目指していく事を約束し，

今後の方向性についても報告をした．

Presented by Medical*Online


	0864
	0865



